
（参考）家畜の遠隔診療（産業動物獣医療の効率化と技術継承）

・ 離島等の地理的要因により、獣医師の頻繁な診療が困難な地域が存在。さらに、家畜診療所の統合等に
よる往診距離の長距離化等を原因とし、診療効率の低い地域が発生（獣医師の勤務時間の約３割が移動）。

⇒ 農林水産省では、家畜の遠隔診療に関する考え方の通知の発出やモデル事業の支援を実施。

各種の方針より
デジタル田園都市国家構想基本方針（令和４年６月７日閣議決定）より抜粋
デジタル技術を活用して畜産業や養殖業の生産基盤強化を図るため、（中略）場所を選ばない迅速な診断を可能とする遠隔診療を推進する。

食料・農業・農村政策の新たな展開方向（令和５年６月２日食料安定供給・農林水産業基盤強化本部（本部長：総理）決定）
より抜粋
家畜診療所等における産業動物獣医師の確保や、遠隔診療等による適時適切な獣医療の提供、データに基づく農場指導等による飼養衛生管理

水準の向上

農家

診療所

農家

遠方へ往診に行くのは
時間かかるなぁ。

様子を
見せて
下さい

飼料を
食べま
せん

獣医さん
来るの遅い 事例１：獣医師及び畜産農家間の事例

１ 獣医師が農家に事前研修：実学（ポータブルエコーや電子聴診器
の利用方法）、座学（感染症学や繁殖学）等

２① 農家が呼吸音や牛の様子の動画を獣医師に送付。
⇒ 肺炎の早期発見・早期治療。他の牛へのまん延も防止。

２② 農家が卵巣を撮影し、スマホで獣医師に送付。
⇒ 受精卵移植適期のみ往診。受精卵廃棄防止や往診回数減。

事例２：獣医師間（V to V事例（V:獣医師（veterinarian))

〇 事前研修済の農家が獣医師に動画を送付。若手獣医師がグループ
ＳＮＳで獣医系大学教官らベテラン獣医師と同時共有・相談
⇒農家は早期の応急措置が可能。心理的不安が解消。
⇒獣医師の若手育成、組織的な知見集約、ベテラン獣医師の業務効
率化・ノウハウ伝承。

事例動画：

遠隔診療の事例

遠隔診療

新人獣医師だから
色々相談したい。

農家と獣医師 獣医師と獣医師

離島の農場と獣医師を結ぶ
遠隔診療

～西表島・石垣島・沖縄本島～
https://www.youtube.com/
watch?v=TqTmrKl9G9o

獣医師と牧場の距離を克服

～くろべ牧場まきばの風 遠隔診療～

https://www.youtube.com/wat
ch?v=XtyR1N_HfdU

6cf. 小動物については（公社）日本獣医師会「愛玩動物における遠隔診療の適切な実施に関する指針」を参照ください（http://nichiju.lin.gr.jp/mag/07508/a10.pdf）

https://www.maff.go.jp/j/syouan/tikusui/vetkakuho.html#enkaku
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	スライド 6

